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天皇 記紀解読方法
御年、年月日 年代 在位 神武暦/西暦 四倍暦 変換 年代 在位

（在位、37倍数）即位年基準 162基準
崇神即位 302年 564太歳 141141141141 302302302302 302年 【紀、302年［162+141（＝631/4）141（＝631/4）141（＝631/4）141（＝631/4）-1＝302］】

崇神崩御 御年一百六十八歳 318年 17年 631631631631 157.75 318.75 318年 17年 318年［162+156（＝157-1）（＝39*4＝39*4＝39*4＝39*4）＝318］
十二月 （157） （318） 156は、39年の4倍156は、39年の4倍156は、39年の4倍156は、39年の4倍

記、崇神御年一百六十八歳を分解した逆数601と18に、記、崇神御年一百六十八歳を分解した逆数601と18に、記、崇神御年一百六十八歳を分解した逆数601と18に、記、崇神御年一百六十八歳を分解した逆数601と18に、
12月を加算、紀、神武暦631年［601+18+12＝631］12月を加算、紀、神武暦631年［601+18+12＝631］12月を加算、紀、神武暦631年［601+18+12＝631］12月を加算、紀、神武暦631年［601+18+12＝631］

垂仁即位 632太歳 165 326 319年
垂仁崩御 御年一百五十三歳 333年 15年 730 182.5 343.5 337年 19年
景行即位 731太歳 482.75 343.75 338
景行崩御 御年一百三十七歳 348年 15年 790 197.5 358.5 358年 21年
成務即位 791太歳 197.75 358.75 359年

（応神誕生） （363年） 【紀、応神即位前期記載より、応神誕生1歳】

成務崩御 御年九十五歳 355年 7年 850 212.5 373.5 372年 14年
三月十五日

空位 851851851851 212.75 373.75 373年 空1年 【紀、373年[162+212（＝851/4）212（＝851/4）212（＝851/4）212（＝851/4）-1＝373]】

(37*23) （212）（212）（212）（212） 851は、紀、神武暦851年851は、紀、神武暦851年851は、紀、神武暦851年851は、紀、神武暦851年

仲哀即位 852太歳852太歳852太歳852太歳 213213213213 374 374年 【紀374年［162+213（＝852/4）213（＝852/4）213（＝852/4）213（＝852/4）-1＝374］】
852は、紀、神武暦852年852は、紀、神武暦852年852は、紀、神武暦852年852は、紀、神武暦852年

仲哀崩御 御年五十二歳 362年 7年 860 215 376 380年 7年
六月十一日

神功崩御 御年一百歳 929太歳 232.25 393.25 「百減」により、在位0[100-100＝0、何もない]「百減」により、在位0[100-100＝0、何もない]「百減」により、在位0[100-100＝0、何もない]「百減」により、在位0[100-100＝0、何もない]

応神即位 九月九日 930太歳 232.5 393.5 381年 九月九日は重陽。9×9＝81を示唆→381年即位
381－363＋1＝19歳（応神即位）

応神崩御 御年一百三十歳 394年 32年 970 242.5 403.5 403年 23 在位32年は、逆数23年を示唆→403年崩御
403年［381+23-1＝403］
【紀、応神363年誕生、41歳は403年崩御】
403－363＋1＝41歳（応神崩御）

空位 971 242.75 403.75 404年 空2 応神と仁徳間に空位2年［85-83＝2、83-81=2]

972 243 404 405年
仁徳即位 973太歳 243.25 404.25 406年 仁徳即位405年の場合、在位23年、空位1年

太歳基準980 太歳245 406
仁徳崩御 御年八十三歳 427年 33年 1059/399 264.75 425.75 427年 22 428年[162+267（99+83+85）-1＝428]［非採］

八月十五日 太歳基準1066 太歳266.5 427.5 または 427年[362+58+（15-8）＝427][採用]

23 在位23年［18+5＝23］在位23年［18+5＝23］在位23年［18+5＝23］在位23年［18+5＝23］

古事記記載内容 日本書紀記載年代 新復元年代
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天皇 記紀解読方法
御年、年月日 年代 在位 神武暦/西暦 四倍暦 変換 年代 在位

即位年基準 162基準
履中即位 1060太歳/400 265 426 427年 同上 【紀、太歳干支付与年1067年の四倍暦266.75年【紀、太歳干支付与年1067年の四倍暦266.75年【紀、太歳干支付与年1067年の四倍暦266.75年【紀、太歳干支付与年1067年の四倍暦266.75年

太歳基準1067 太歳266.75太歳266.75太歳266.75太歳266.75 427.75427.75427.75427.75 427年[162+266.75-1＝427.76→427]】427年[162+266.75-1＝427.76→427]】427年[162+266.75-1＝427.76→427]】427年[162+266.75-1＝427.76→427]】

履中2年 1061/401 267 428 428年
履中崩御 御年六十四歳 432年 5年 1065/405 266.25 427.25 432年 5年 432年[362+71（＝64+7）-1＝432][採用]

正月三日 反正7と履中8（正+3）の数字の交換反正7と履中8（正+3）の数字の交換反正7と履中8（正+3）の数字の交換反正7と履中8（正+3）の数字の交換

反正即位 1066太歳 266.5 427.5 433年[362+72（＝64+正+3）-1＝433][採用]

反正崩御 御年六十歳 437年 5年 1070/410 267.5 428.5 439年 7年 7月→在位7年⇒439年［433+7-1＝439］7月→在位7年⇒439年［433+7-1＝439］7月→在位7年⇒439年［433+7-1＝439］7月→在位7年⇒439年［433+7-1＝439］

七月
允恭即位 1072太歳/412 268 429 (440)
允恭崩御 御年七十八歳 454年 17年 1113/453 459年 20年20年20年20年 在位20年[5（＝正）+15＝20]⇒459年［440+20-1=459］在位20年[5（＝正）+15＝20]⇒459年［440+20-1=459］在位20年[5（＝正）+15＝20]⇒459年［440+20-1=459］在位20年[5（＝正）+15＝20]⇒459年［440+20-1=459］

正月十五日 (在42年）
安康即位 1114太歳/454
安康崩御 御年五十六歳 1116/456 462年 3年 462年[362+101（＝5+15+56+25）-1＝462]

（在3年） 101は、允恭月日と安康御年と雄略御年の合計101は、允恭月日と安康御年と雄略御年の合計101は、允恭月日と安康御年と雄略御年の合計101は、允恭月日と安康御年と雄略御年の合計
在位3年［20（＝正+15）-17（＝8+9）＝3］
在位3年は、允恭と雄略の月日の差在位3年は、允恭と雄略の月日の差在位3年は、允恭と雄略の月日の差在位3年は、允恭と雄略の月日の差
在位3年［81（＝56+25）-78＝3］
在位3年は、安康と雄略の御年を加算、允恭御年を減在位3年は、安康と雄略の御年を加算、允恭御年を減在位3年は、安康と雄略の御年を加算、允恭御年を減在位3年は、安康と雄略の御年を加算、允恭御年を減

雄略元年 1117太歳/457 463年
雄略崩御 御年一百二十四歳 489年 1139/479 479年 17年 479年[362+101+17（8+9）-1＝479]

八月九日 在位17年［8+9＝17］⇒［463+17-1＝479］在位17年［8+9＝17］⇒［463+17-1＝479］在位17年［8+9＝17］⇒［463+17-1＝479］在位17年［8+9＝17］⇒［463+17-1＝479］

清寧崩御 記載なし 1144/484 485年 6年 485年[362+124-1＝485]→雄略崩御年[非採・要検討]

（在5年） 0年 清寧は架空の天皇？

顕宗崩御 御年三十八歳 8年 1147/487 487年 2年 487年[362+38+88-1＝487]

在位八歳 (在3年) または 88は、顕宗在位8と武烈在位8の合成88は、顕宗在位8と武烈在位8の合成88は、顕宗在位8と武烈在位8の合成88は、顕宗在位8と武烈在位8の合成

1147（37*31） 8年 【紀、487年[1147（37*31）→487年]】【紀、487年[1147（37*31）→487年]】【紀、487年[1147（37*31）→487年]】【紀、487年[1147（37*31）→487年]】

仁賢即位 1148/488 488年 【紀、488年[185（37*5）→672-488+1＝185]】【紀、488年[185（37*5）→672-488+1＝185]】【紀、488年[185（37*5）→672-488+1＝185]】【紀、488年[185（37*5）→672-488+1＝185]】

仁賢崩御 記載なし 1158/498 498年 11年 498年[362+137（＝88+49）-1＝498]

（在11年）
武烈即位 499年
武烈崩御 在位八歳 8年 1166/506 506年 8年 506年[362+43+88+13（＝4+9）＝506]

（在8年） （516年） （18年） 516年[500+8+8＝516][非採・要検討]

注1）四倍暦欄に、太歳を記した数字は、太歳付与の年BC667年に基づく四倍暦の値。
注2）解読結果のうち、[採用？]を付したもの以外の年代や在位は採用されている。「表93-1  記紀による崇神以降の暗号解読結果」参照
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